
みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て

みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て

みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て

みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て

みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て

みん
なで力を合わせて

手
と手を取り合っ

て



ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

と
は
？

道
路
や
河
川
、
公
園
や
下
水
道

な
ど
こ
れ
ま
で
線
的
に
整
備
し
て
き

た
事
業
を
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
目
標
ご

と
に
面
的
に
一
体
整
備
す
る
国
土
交

通
省
の
補
助
事
業
で
す
。

金
丸
地
区
で
は
幹
線
町
道
、
町

営
金
丸
住
宅
、
金
丸
駅
舎
、
お
よ

び
駅
周
辺
の
整
備
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

の
整
備
効
果
を
検
証

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
達
成
状
況
を

評
価
す
る
た
め
の
数
値
指
標
を
設

定
し
、
事
業
最
終
年
度
に
、
整
備

に
よ
っ
て
現
れ
た
効
果
な
ど
を
検

証
・
確
認
す
る
「
事
業
評
価
」
を

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
事
業
制
度
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
こ
の
た
び
、
整
備
効
果

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
事
業
評
価
は
今
後
、
各

界
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
中
能

登
町
公
共
事
業
評
価
委
員
会
」
で

も
ご
審
議
い
た
だ
き
、
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
と
併

せ
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

2
2007.11

3
2007.11

主な事業

事業年度 事業費

●町道の整備
Ｒ-１号線、Ｒ-33号線、Ｒ-125号線、Ｒ-141号線、Ｒ-286号線

Ｈ16～Ｈ19年度 ２億1,100万円

●公営住宅
町営金丸住宅　４棟８戸

Ｈ16年度 １億4,100万円

●金丸駅舎整備
駅舎の改築

Ｈ16年度 2,700万円

●金丸駅前広場整備
駅前広場、案内看板、時計塔の整備

Ｈ16～Ｈ17年度 7,500万円

総事業費 ４億5,100万円

※まちづくり交付金事業と関連した周辺事業

地方道路整備臨時交付金（雪寒事業）町道1号線消雪整備

正部谷～杉谷地内　Ｌ=3000ｍの消雪施設整備

Ｈ15～Ｈ18年度　 ３億8,500万円

まちづくり交付金事業計画

金
丸
地
区
整
備
ポ
イ
ン
ト

テ
ー
マ

良
好
な
居
住
環
境
の
形
成

（
人
口
定
着
、
交
流
・
賑
わ
い
の
創
出
）

目
標
１

人
口
の
定
着
・
増
加
に
よ
る
地
域
活
力
の
維
持
・
増
強

目
標
２

町
中
心
部
へ
の
生
活
動
線
の
改
善

目
標
３

金
丸
駅
舎
を
中
心
と
し
た
交
流
を
基
軸
と
す
る
賑
わ
い
づ
く
り

目
標
設
定
の
根
拠

●
ま
ち
づ
く
り
の
経
緯
お
よ
び
現
況

町
総
人
口
（
旧
鹿
西
町
）
が
減
少
す
る
な
か
、
特
に
金
丸
地
区
の

人
口
が
減
少
し
て
い
た
。

●
課
題

地
区
人
口
の
定
着
・
増
加
に
よ
る
地
域
活
力
の
維
持
増
強
、
町
中

心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
駅
舎
を
活
か
し
た
交
流
を
基
軸
と
す
る

賑
わ
い
づ
く
り
。

●
中
長
期
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

若
者
の
定
住
促
進
や
人
に
優
し
い
居
住
環
境
の
創
出
な
ど
、
魅
力

的
な
住
環
境
の
整
備
。
金
丸
駅
舎
な
ど
地
域
資
源
の
交
流
拠
点
を
活

か
し
た
地
区
内
外
の
さ
ら
な
る
交
流
促
進
。

町営金丸住宅

金丸駅（駅舎改築）

町道１号線
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町では、繊維産業

の振興を図るため、

「能登テキスタイ

ル・ラボ」に織物用

インクジェットプリ

ンタ２機種と、関連する周辺機器を設置しました。

設置したインクジェットプリンタでは、横断幕・懸垂幕、のぼり旗、

のれん、クッション、Ｔシャツなどにお子さんの写真や自分の描いたイ

ラストを印刷することができ、自分だけのオリジナル品を作ることがで

きます。

また、町商工会鹿西支所では、

約20万点の織物デザインサンプル

を見やすくするための整理（デー

タベース化）を行っています。そ

のデザインサンプルを活用し、イ

ンクジェットプリンタでオリジナ

ル品を作ることができます。

一度、お気軽にお立ち寄りくだ

さい。

●プリンタ設置場所

能登テキスタイル・ラボ

（良川17部17番地1）

●お問い合わせ

中能登町商工会（鹿西支所）

℡72－2121

能登繊維振興協会（能登テキス

タイル・ラボ内）

℡74－2271

中能登町商工観光課（鹿島庁舎）

℡76－2431

Ｔシャツなどに
イラストや写真を印刷
Ｔシャツなどに
イラストや写真を印刷

Ｔシャツなどに
イラストや写真を印刷
Ｔシャツなどに
イラストや写真を印刷

５
年
生
の
部

特
選

あ
り
が
と
う
　
い
わ
れ
て
心
　
い
い
気
持
ち

御
祖
小
　
富
井
ま
ど
か

入
選

仲
良
し
が
　
み
ん
な
の
心
　
つ
な
ぐ
ん
だ

越
路
小
　
岡
崎
　
真
琴

親
せ
つ
は
　
人
が
か
が
や
く
　
い
い
く
す
り

鳥
屋
小
　
下
村
　
香
恵

佳
作

な
や
ま
ず
に
　
勇
気
を
出
し
て
　
話
そ
う
ね

鹿
西
小
　
竹
山
　
遥
夏

い
じ
め
て
も
　
い
じ
め
ら
れ
て
も
　
や
な
気
持
ち

久
江
小
　
杉
本
　
め
い

や
め
よ
う
よ
　
差
別
に
い
じ
め
　
い
や
な
こ
と

滝
尾
小
　
大
西
　
知
子

６
年
生
の
部

特
選
　
ご
め
ん
な
さ
い

あ
や
ま
れ
る
君
が

す
て
き
だ
ね

鹿
西
小
　
木
村
　
康
志

入
選

助
け
あ
う
　
あ
な
た
の
コ
コ
ロ
が
　
宝
物

御
祖
小
　
三
宅
麻
里
奈

手
伝
う
よ
　
私
も
い
ず
れ
は
　
お
年
寄
り

滝
尾
小
　
川
畑
美
紗
樹

佳
作

い
じ
め
な
し
　
そ
ん
な
学
校
　
楽
し
い
な

越
路
小
　
曽
福
　
優
香

勇
気
あ
る
　
「
や
め
ろ
」
の
一
言
　
大
事
だ
よ

久
江
小
　
待
寺
　
彩
香

ひ
と
こ
と
で
　
み
ん
な
が
き
ず
つ
く
　
そ
の
言
葉

鳥
屋
小
　
上
坂
　
真
結

小
学
生
人
権
標
語
入
賞
作
品

事業計画（都市再整備計画）に
掲げた指標の現在の状況

■代表的指標

従前値 目標値 現在値
目標を定量化する指標

（H15） （H19） （H19年9月）

①地区人口の減少抑制　　金丸地区人口減少率（4か年） 6.1％減※ 4.0％減 2.5％減
指標達成要因：町営住宅及び町道125号線の整備に伴い、地区人口の減少抑制に繋がった。

②観光入込み客数の増加　観光入込客数（旧鹿西町地内） 35,443人/年 36,500人/年 39,942人
指標達成要因：金丸駅、駅前広場の整備、駅から観光施設へのアクセス改善により、観光入込客数の増加に繋がった。

③駅乗降客数の減少抑制　金丸駅乗降客数の減少率（4か年） 30.7％減※ 28.0％減 1.6％減
指標達成要因：金丸駅舎及び広場整備により駅利用者数の減少抑制に繋がった。

※H11～15年度の値と比べての減少率

まちづくり交付金事業事後評価原案の
公表等について

町では、さらに詳細な事後評価の原案などについて、

ホームページをはじめ役場各庁舎でも公表し、みなさ

んのご意見を募集します。

ご意見提出期限 11月30日（金）
いただいたご意見などについては、「町公共事業評

価委員会」に提出します。

ご意見提出先・お問い合わせ
〒929-1892

中能登町井田４部１番地１

中能登町役場（鹿島庁舎）土木建設課

※お電話、郵便、電子メールなど、様式は問いません。

ＴＥＬ　76－2435

メール　dobokukensetsu@town.nakanoto.lg.jp

今後のスケジュール

平成19年12月上旬　事業評価委員会開催予定

平成19年12月中旬　事業評価の町長への答申

平成19年12月下旬　評価結果の国への報告

平成20年３月中　　評価結果の最終公表

公共事業の効率性と透明性の向上を
町公共事業評価委員会を開催

まちづくり交付金事業についても評価す

る、町公共事業評価委員会第１回委員会が、

10月25日、鹿島庁舎で行われました。

この委員会は、町が実施した公共事業など

について、事業の必要性、有効性、効率性な

どを確認するため、公共事業の評価を行うも

ので、平成19年度は、まちづくり交付金事

業と町上水道施設統合整備事業の評価を行う

予定です。

■中能登町公共事業評価委員会
委 員 長　谷野　豊信（廿九日）

副委員長　横町　　茂（金　丸）

委　　員　山森　　功（西馬場）

委　　員　石見　清子（西馬場）

委　　員　池島　寛仁（小金森）
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
宅
内

工
事
は
お
早
め
に

９
月
30
日
ま
で
に
加
入
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
11
月
30
日
ま

で
に
視
聴
開
始
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
接
続
完
了
）
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
次
の
特
典
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
だ
け
で
は
、
加
入
金

は
無
料
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
も

早
い
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
加
入
特
典

①
加
入
金（
３
万
１
千
５
０
０
円
）

が
無
料

②
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
プ
ラ
ン

の
月
額
利
用
料
（
１
か
月
分
）
が

無
料

※
工
事
の
依
頼
は
、
必
ず
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
指
定
業
者
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
１
日
以
降
に
お
申
し
込
み

さ
れ
た
方
は
、
加
入
金
３
万
１
千

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

音
声
告
知
端
末
、
給
電
器
の

電
源
は
必
ず
「
Ｏ
Ｎ
」
！

音
声
告
知
端
末
の
放
送
を
10
月

１
日
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
お
知
ら
せ

は
音
声
告
知
端
末
で
聞
い
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
音

声
告
知
端
末
、
お
よ
び
給
電
器
の

電
源
は
必
ず
Ｏ
Ｎ
に
し
て
く
だ
さ

い
。音

声
告
知
端
末
に
よ
る
町
の
放

送
が
「
録
音
放
送
」
の
場
合
は
、

音
声
告
知
端
末
の
放
送
終
了
後
、

「
再
生
」
ボ
タ
ン
が
点
滅
し
ま
す

の
で
、
再
度
押
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
落
雷
に
よ
る
機
器
損
傷

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
雷
が
ひ
ど

い
と
き
は
、
一
時
的
に
音
声
告
知

端
末
、
給
電
器
の
電
源
を
切
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
か
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

音
声
告
知
端
末
接
続
の
電
話

機
の
ダ
イ
ヤ
ル
パ
タ
ー
ン

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
た
音
声
告

知
端
末
に
接
続
さ
れ
た
電
話
機

で
、
域
内
無
料
電
話
（
９
＋
Ｎ
Ｔ

Ｔ
番
号
）
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定
電
話

（
町
外
や
県
外
、
携
帯
電
話
）
を

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

固
定
電
話
で
町
外
や
県
外
や
携
帯

電
話
に
ダ
イ
ヤ
ル
さ
れ
る
場
合

は
、「
ツ
・
ツ
・
ツ
…
」
の
後
に

プ
ッ
シ
ュ
回
線
契
約
の
方

約
10
回
前
後「
ツ
・
ツ
・
ツ
…
」

の
後
で
ダ
イ
ヤ
ル
さ
れ
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
パ
ル
ス
回
線
契
約
の
方

約
20
回
前
後「
ツ
・
ツ
・
ツ
…
」

の
後
で
ダ
イ
ヤ
ル
さ
れ
ま
す
。

スポーツ・レクリエーション祭2007

10月７日に行われたスポーツレクリエーション祭

2007では、ウォークラリーや健康コーナーで参加し

た町民約100人がさわやかな汗をかきました。他に

剣道大会やトランポリン体験教室なども行われ、各

競技を通じて町民同士がふれあい、親睦を深めました。

東馬場子ども獅子舞 秋祭り

９月22日、東馬場地区で行われた秋祭りにて子ど

も獅子舞が盛大に披露されました。

青年団によって、受け継がれてきた獅子舞が、今は

子どもたちが伝統の獅子舞を演舞。いつまでも祭り囃

子の音を伝えていきたい、そんな様子をお届けします。

平　日　7:00～、12:00～、18:30～、21:00～
土・日　8:00～、10:00～、12:00～、16:00～、20:30～

平　日　15:00～、17:00～、22:00～
土・日　 7:00～、17:00～、22:00～

なかのとch
地域の総合情報拠点

チャンネル

■ケーブルテレビに関するお問い合わせは
ケーブルテレビ放送センター
TEL76-2437 FAX76-8080

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
自
主
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
助
成
を
行
う
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
（
宝
く
じ

の
広
報
普
及
事
業
）
の
助
成
を
受

け
て
、
次
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

後
、
祭
り
が
一
層
盛
り
上
が

る
な
ど
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
、
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

※11月30日終了予定



第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」

10
月
13
〜
15
日
　
秋
田
県

女
子
一
般
卓
球
青
年
の
部

第
１
位
　
水
口
美
千
代（
つ
ば
さ
の
会

）

第
13
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

10
月
７
日

金
沢
市
総
合
体
育
館

６
年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
２
位
　
袋
井
　
由
樹（
芹
　
川
）

堂
本
　
裕
人（
久
乃
木
）

※
第
16
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
（
12
月
22
日
〜

大
阪
府
）
に
出
場
。

氷
見
ふ
れ
あ
い
卓
球
選
手
権
大
会

10
月
８
日
　
富
山
県

男
子
中
学
２
年
生
以
下
の
部

第
２
位
　
町
口
　
智
哉（
良
　
川
）

第
３
位
　
土
屋
憲
太
郎（
金
　
丸
）

男
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部

第
１
位
　
出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

女
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部

第
２
位
　
三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

女
子
小
学
２
年
生
以
下
の
部

第
１
位
　
出
雲
　
美
空（
廿
九
日
）

あ
わ
ら
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

10
月
20
日
　
福
井
県

男
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部

第
３
位
　
出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

女
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部

第
１
位
　
三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

女
子
小
学
２
年
生
以
下
の
部

第
３
位
　
出
雲
　
美
空（
廿
九
日
）

第
３
回
中
能
登
町
民
剣
道
大
会

小
学
生
初
級
の
部

第
１
位
　
上
坂
　
梨
沙（
末
　
坂
）

第
２
位
　
稲
垣
　
ゆ
ず（
新
　
庄
）

第
３
位
　
丹
後
　
瑞
希（
徳
　
前
）

小
学
生
中
級
の
部

第
１
位
　
駒
井
　
　
奨（
高
　
畠
）

第
２
位
　
三
浦
　
朋
大（
能
登
部
下
）

第
３
位
　
宮
崎
　
達
哉（
能
登
部
下
）

〃
　
　
桧
　
　
佳
奈（
末
　
坂
）

小
学
生
上
級
の
部

第
１
位
　
山
崎
　
輝
也（
金
　
丸
）

第
２
位
　
横
町
　
俊
輝（
金
　
丸
）

第
３
位
　
細
川
　
　
栞（
金
　
丸
）

〃
　
　
駒
井
　
　
剛（
高
　
畠
）

中
学
生
男
子

第
１
位
　
中
村
　
崇
太（
花
見
月
）

第
２
位
　
山
本
　
峻
大（
黒
　
氏
）

第
３
位
　
駒
井
　
　
優（
高
　
畠
）

〃
　
　
青
野
　
　
亮（
西
馬
場
）

中
学
生
女
子

第
１
位
　
山
本
美
珠
稀（
西
馬
場
）

第
２
位
　
松
岡
　
寛
子（
二
　
宮
）

第
３
位
　
杉
中
　
菜
子（
坪
　
川
）

〃
　
　
山
本
　
早
紀（
西
馬
場
）

高
校
生
男
子

第
１
位
　
北
村
　
忠
隆（
羽
咋
工
）

第
２
位
　
作
田
　
将
大（
羽
咋
工
）

第
３
位
　
出
雲
　
俊
也（
羽
咋
高
）

〃
　
　
大
森
　
雄
太（
羽
咋
工
）

高
校
生
女
子

第
１
位
　
酒
井
　
理
沙（
七
尾
東
雲
）

第
２
位
　
牛
崎
　
絢
香（
鹿
西
高
）

第
３
位
　
荒
木
　
惠
美（
鹿
西
高
）

〃
　
　
稲
本
　
晶
子（
鹿
西
高
）

第
３
回
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

10
月
７
日
　
ク
ア
ト
ロ
ブ
ー
ム

１
部
団
体

第
１
位
　
黒
氏
新
町
Ｂ

第
２
位
　
鹿
島
興
亜
電
工
Ｃ

第
３
位
　
亀
さ
ん

２
部
団
体

第
１
位
　
ご
近
所
チ
ー
ム

第
２
位
　
黒
氏
新
町
Ａ

第
３
位
　
黒
氏
新
町
Ｃ

１
部
個
人

第
１
位
　
宇
田
　
博
美（
興
亜
電
工
）

第
２
位
　
福
井
　
意
明（
尾
　
崎
）

第
３
位
　
松
村
　
智
明（
高
　
畠
）

２
部
個
人

第
１
位
　
鵜
家
　
俊
雄（
良
　
川
）

第
２
位
　
神
野
　
信
行（
良
　
川
）

第
３
位
　
澤
　
由
紀
枝（
黒
　
氏
）

第
３
回
中
能
登
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

10
月
８
日
　
町
運
動
公
園

第
１
位
　
新
庄
Ｃ
チ
ー
ム

第
２
位
　
西
馬
場
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
水
白
壮
年
会

8
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現
在
、
町
で
は
中
学
校
統
合
に

向
け
て
、
建
設
委
員
会
を
中
心
に

進
め
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
統
合

は
町
の
一
番
大
き
な
事
業
で
あ
り
、

未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
教
育
事
業
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
町
民
に
と
っ

て

希
望
あ
ふ
れ
る

も
の
に
と

願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

視
察
先
の
１
校
は
、
今
年
４
月

に
開
校
し
た
志
賀
中
学
校
（
生
徒

数
４
２
９
人
）
で
す
。
明
る
い
モ

ダ
ン
な
外
観
の
３
階
建
て
で
、
最

大
の
特
色
は
各
教
科
の
授
業
を
専

用
の
教
室
で
受
け
る
「
教
科
教
室

型
」
を
行
な
っ
て
い
る
事
で
す
。

そ
の
た
め
建
築
面
積
は
基
準
の

１．

５
倍
の
広
さ
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
生
徒
は
教
室
移
動
で
各
学

年
が
顔
を
会
わ
せ
る
機
会
も
多

く
、
と
て
も
良
い
学
校
造
り
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

も
う
１
校
は
加
賀
市
の
錦
城
中

学
校
（
生
徒
数
４
８
５
人
）
で
す
。

錦
城
中
学
校
は
統
合
校
で
は
な

く
、
校
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
改
築

を
行
な
い
、
平
成
15
年
１
月
に
新

校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
世
界
的

に
高
名
な
安
藤
忠
雄
氏
設
計
の
宇

宙
船
（
未
来
へ
飛
び
立
つ
）
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
木
の
校
舎
」
で
す
。

天
井
か
ら
太
陽
の
明
る
い
日
差
し

が
一
杯
に
降
り
注
ぎ
、
木
の
温
か

み
に
包
ま
れ
た
広
々
と
し
た
柔
ら

か
な
空
間
が
中
央
に
あ
り
、
生
徒

の
「
語
ら
い
と
交
流
の
場
」
と
し

て
様
々
な
活
用
を
行
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
教
室
は
そ
の
空

間
を
取
り
囲
む
形
で
あ
り
、
教
室

は
も
ち
ろ
ん
職
員
室
・
校
長
室
も

す
べ
て
開
放
的
な
ガ
ラ
ス
張
り
で

生
徒
に
開
か
れ
た
作
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
体
育
館
、

講
堂
と
、
校
舎
棟
と
の
間
に
は

「
地
域
開
放
棟
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
棟
に
は
地
域
の
方
々
の
専
用

玄
関
も
あ
り
、家
庭
科
の
調
理
室
、

和
室
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

最
後
に
校
長
が
「
我
が
校
も

様
々
な
生
徒
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
学
校
に
は
い
ろ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の

居
場
所
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、

学
校
に
は
登
校
し
て
く
る
の
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
施
設
は
「
環
境
に
や
さ

し
く
」
「
災
害
に
対
応
で
き
る
」

「
地
域
に
開
か
れ
た
」
も
の
で
あ

る
と
い
う
の
は
、
す
で
に
大
前
提

で
し
た
。
ま
た
建
設
事
業
費
も
知

恵
を
し
ぼ
り
努
力
す
れ
ば
様
々
な

補
助
の
活
用
が
で
き
る
事
を
教
わ

り
ま
し
た
。
統
合
中
学
校
建
設
に

向
け
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
か

ら
、
ま
た
、
町
民
か
ら
愛
さ
れ
、

誇
り
と
さ
れ
る
学
校
の
誕
生
を
心

か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

Enjoy
Sports
Enjoy
Sports

10月７日、８日と町民のみなさんがスポーツを体験し、身近

に感じられるよう、スポーツレクリエーション祭2007が行われ、

約1,500人が各種大会に参加、心地よい汗を流しました。

10月７日に能登部神社コースで行われたウォークラリーには、

４か月の赤ちゃんから、82歳の方までの老若男女、約100人が

参加しました。

秋晴れの下、歴史と文化に彩られた美しい風景

を満喫しながら、５か所のチェックポイントで観

察問題などのクイズに挑戦。頭と体を使って楽し

く歩いていました。

ウォークラリー入賞者
第１位　山田利子（100点満点）

第２位　永滝庄太郎チーム

第３位　山崎陽子チーム

実
年
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
21
日

鹿
島
中
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

団
体

第
１
位
　
鹿
島
実
年
会
Ａ

第
２
位
　
良
川
沖
創
友
会
Ａ

第
３
位
　
黒
氏
新
町

個
人

第
１
位
　
村
田
　
昭
一（
井
　
田
）

第
２
位
　
野
村
　
　
靖（
井
　
田
）

第
３
位
　
佐
近
　
清
一（
能
登
部
上
）

錦
城
中
学
校
　

未
来
へ
飛
び
立
つ
木
の
校
舎

中能登町議会
教育民生常任委員会

視察研修
（10月16～17日）

研修報告

錦城中学校長と学校

づくりについて討議

町民卓球大会町民卓球大会町民卓球大会
第３回第３回第３回

中能登町ミニ
バスケットボール大会
中能登町ミニ
バスケットボール大会
中能登町ミニ
バスケットボール大会

第１回第１回第１回

志賀町教育委員会
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中能登町内のいろいろな出来
事を紹介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報
をお知らせください。お待ちし
ています。

連絡先
〒929-1792
中能登町末坂９部46番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）
TEL ７４－２８０６
FAX ７４－１３００
Eメール
kikaku@town.nakanoto.lg.jp

中島とよさん（良川）が、10月13日にめでたく100歳
の誕生日を迎えられ、杉本町長から祝金と花束が贈られ
ました。

始めよう!! 今できることから

10月14日、ラピア鹿島で第２回
中能登町福祉のつどいが開催さ
れ、町社会福祉協議会長から民生
委員・児童委員など36人・１団体
の方々が、功績を認められ表彰を受けられました。
記念講演では、阪神淡路大震災の語り部の矢崎由美子氏が、自らの震災
体験をもとに、福祉と防災をいっしょに考える大切さなどを話されました。
また、会場には介護体験コーナーなど、様々な催しが行われ、多くの来
場者で賑わいました。

一人ひとりが幸せな社会を

男性も女性も個性と能力を発揮できる男女共同参
画社会の実現を目指し、10月28日、ラピア鹿島で丹
羽俊夫氏（日本画家）を招いて男女共同参画推進講
演会が行われました。
講演で、丹羽さんは「子育てで家族がそれぞれに
役割を果たすためには、よく話し合うことが大切。
子どもが安心できる環境を」と話されました。

いざという時のために

11月４日、防災技術の向上と防災意識の高揚を目
的に、越路小学校の火災を想定して火災防ぎょ訓練
が行われました。
七尾鹿島広域圏事務組合消防本部と第２消防団、

武部・徳前自衛消防隊が合同で実施した訓練は、緊
張感漂う訓練で、参加した約100人は災害への心構
えを新たにしていました。

石動山への新しい道路が開通

七尾市古府町から芹川を結ぶ幅員6.5ｍ、総延長
10.164kｍの林道城石線が完成、10月31日の完成式
では七尾市民、中能登町民が見守るなか、テープカ
ットが行われました。
この路線は、地域林業の振興と生活環境の改善を
目的に整備され、コロサスキー場や石動山歴史公園
へのアクセス道路としての利用も期待されます。

泣いて笑って元気になろう

10月28日、石動山大宮坊で石動山文化講演会が行
われ、講談師の田辺鶴英さんが「ほっとけ心で天晴

あっぱれ

介護」と題し、自己の介護体験を語られました。
介護をする立場を扇子を使ってテンポよく軽快

に、ユーモアを交えて話す語り口に、会場は笑いの
うずにつつまれました。

全国へ豊かな自然をPR

第21回全日本学生釣り選手権大会石川県能登半島
大会が10月６日から３日間開催され、全国17の大学
から約100人が参加し行われました。
当町の蛇ヶ池（原山）では、ルアーフィッシング
の部が行われ、25人の学生が、釣果を競うとともに
当町の豊かな自然環境を楽しんでいました。

100歳おめでとうございます
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ガ
ラ
ガ
ラ
、
ペ
ッ
で
風
邪
を
予
防

庭
先
に
は
、
黄
色
や
白
、
赤
紫
と
い
っ
た
色
と
り
ど
り
の
キ
ク
が

咲
き
乱
れ
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
に
一
番
気
を
つ
け
た
い
の
は
風
邪

で
す
ね
。
風
邪
の
予
防
は
な
ん
と
言
っ
て
も
う
が
い
が
一
番
。
外
か

ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
と
う
が
い
を
習
慣
づ
け
た
い
で
す
ね
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
う
が
い
が
難
し
い
の
で
、「
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ペ

ッ
」
な
ど
と
リ
ズ
ム
を
つ
け
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
見
せ
て

あ
げ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
寒
く
な
る
と
室
内
遊
び
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
気
分

転
換
に
子
育
て
支
援
室
へ
も
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
11
月
の
行
事

13
日す

く
す
く
相
談

あ
お
ば
保
育
園

手
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

14
日な

か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

15
日な

か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

16
日リ

ト
ミ
ッ
ク

あ
お
ば
保
育
園

20
日な

か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

21
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

22
日な

か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

27
日す

く
す
く
相
談

つ
く
し
保
育
園

29
日お

話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

●
12
月
の
行
事

１
日発

表
会

こ
す
も
す
保
育
園

５
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

７
日リ

ト
ミ
ッ
ク

こ
す
も
す
保
育
園

８
日表

現
発
表
会

と
り
や
の
の
保
育
園

お
お
き
く
な
っ
た
ね

（
発
表
会
）

つ
く
し
保
育
園

な
か
よ
し
発
表
会

さ
く
ら
保
育
園

発
表
会

こ
す
も
す
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

11
日な

か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

12
日な

か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

15
日わ

く
わ
く
発
表
会

あ
お
ば
保
育
園

子育て支援センターのひよこ運動会がありました。
親子ふれあい体操やゲーム、バルーン遊びと和気あ
いあいの中、ゆったりと楽しみました。 みんなで楽しく運動会！みんなで楽しく運動会！

稲葉　勇雄さん（春木）

とりやのの保育園、たんぽぽ保育園、こす
もす保育園の園児に芋ほりの体験をさせて
いただきました。

ありがとう
ございました

乳幼児突然死症候群（SIDS：Sudden Infant Death Syndrome）とは？
元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく眠っている間に突然死してしまう病気です。
日本では4,000人に１人の割合で起こるといわれ、生後２か月から６か月に多いとされています。発症は

年々減少傾向にはありますが、平成17年においては全国で196人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっています。
原因や対策がまだ明らかになっていないＳＩＤＳですが、次の３つを守ることで、発症率を低くできるこ
とが数々の研究で明らかになっています。

SIDSを防ぐための３つの留意点

うつぶせに寝かせたときの方が、あおむけに寝かせた場合に比べてＳ
ＩＤＳの発症率が高いということがわかっています。うつぶせ寝がＳＩ
ＤＳを引き起こすものではありませんが、医学上の理由でうつぶせ寝を
すすめられている場合以外は、赤ちゃんの顔が見えるようにあおむけに
寝かせるようにしましょう。

「両親ともに喫煙者の場合、ＳＩＤＳの発症率が高い」というデー
タがあります。
妊婦さん自身の喫煙はもちろん、赤ちゃんのそばでの喫煙は避けま
しょう。身近な人にも禁煙をお願いしましょう。

母乳による育児が赤ちゃんにとって最適であることはよく知られています。人工乳
が直接ＳＩＤＳを引き起こすものではありませんが、できるだけ母乳で育てるように
しましょう。

ＳＩＤＳの直接の原因は明確ではありません。子育てに関し必要以上に不安を抱くことなく、
これらのことを参考に日頃の子育てを再確認していただき、おおらかな気持ちで子育てをしまし
ょう。



■
渡
り
鳥
の
密
猟
現
場
を

発
見
し
た
ら
情
報
提
供
を

毎
年
、
秋
の
渡
り
鳥
シ
ー
ズ
ン
に

県
下
で
か
す
み
網
を
使
用
し
て
ツ
グ

ミ
等
の
保
護
鳥
の
密
猟
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
密
猟
現
場
を
発
見
し
た
際

に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

中
能
登
農
林
総
合
事
務
所

℡
５
２
―

２
５
８
３

■
プ
ル
タ
ブ
が
車
い
す
に

プ
ル
タ
ブ
回
収
運
動

空
き
缶
に
つ
い
て
い
る
プ
ル
タ
ブ

は
８
０
０
㎏
で
車
椅
子
１
台
と
交
換

で
き
ま
す
。

プ
ル
タ
ブ
回
収
運
動
は
、
現
在
、

町
で
行
っ
て
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法

人
つ
ば
さ
の
会
に
引
き
継
い
で
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
く
、
誰
に
で
も
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
引
き
続

き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

プ
ル
タ
ブ
は
左
記
の
回
収
箱
か
、

つ
ば
さ
の
会
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

回
収
箱
設
置
場
所

ふ
る
さ
と
創
修
館
、
鳥
屋
庁
舎
、

保
健
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く
、
保
健
セ

ン
タ
ー
か
し
ま
、
鹿
西
庁
舎

お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
つ
ば
さ
の
会

（
知
的
障
害
者
複
合
施
設
つ
ば
さ)

℡
７
４
―

２
０
５
５

保
健
セ
ン
タ
ー
か
し
ま

℡
７
６
―

１
４
１
９

■
石
川
県
最
低
賃
金
が

１
時
間
６
６
２
円
に
改
正

10
月
21
日
か
ら
県
最
低
賃
金
（
全

産
業
、
全
労
働
者
に
適
用
）
が
、
時

間
額
６
６
２
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

業
種
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
よ
り
高

い
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
７
６
―

２
６
５
―

４
４
２
５

■
自
衛
隊
生
徒
（
少
年
自
衛
官
）

募
集
‐
中
学
生
コ
ー
ス
‐

一
般
の
高
校
と
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
専
門
技

術
者
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
男
子

採
用
予
定
者
数

陸
上
要
員
約
２
５
０
人

受
付
期
間

１
月
８
日
（
火
）
ま
で

※
試
験
日
は
、
１
月
12
日
（
土
）

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

七
尾
出
張
所

℡
５
３
―

１
６
９
１

■
能
登
空
港
ふ
れ
あ
い
広
場

出
演
団
体
募
集

日
時平

成
20
年
３
月
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
の
希
望
日
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

対
象
者

地
域
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
団

体
、
小
中
高
校
の
ク
ラ
ブ
な
ど

※
参
加
費
無
料

※
参
加
者
年
齢
は
無
制
限
で
す
が
、

中
学
生
以
下
は
引
率
者
、
ま
た
は
保

護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
代
表
者
名
、
住

所
、
連
絡
先
、
出
演
種
目
、
希
望
日
）。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

能
登
空
港
賑
わ
い
創
出
実
行
委
員
会

℡
０
７
６
８
―

２
６
―

２
３
０
３

FAX
０
７
６
８
―

２
６
―

２
３
０
５

11
月

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
状
況

住
宅
名
　
戸
数
　
空
き
状
況

黒
氏
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

末
坂
住
宅
　
８
戸
　
１
戸

末
坂
第
２
住
宅

12
戸
　
空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

60
戸
　
１
戸

春
木
住
宅
　
12
戸
　
１
戸

川
田
住
宅
　
10
戸
　
空
き
室
な
し

芹
川
住
宅
　
15
戸
　
１
戸

久
江
住
宅
　
15
戸
　
空
き
室
な
し

金
丸
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

募
集
期
間
　
11
月
8
日
〜
15
日

受
付
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名
　
称
　

型
㎡
　
永
代
募
集

使
用
料

区
画

文
崎
墓
地
　
Ａ
4.96

26
万
円
　
26

〃

Ｂ
7.45

39
万
円
　
２

墓
地
公
苑
　
Ｃ
5.00

25
万
円
　
76

「
と
り
や
」

墓
地
公
苑
　
Ｄ
4.00

20
万
円
　
121

「
に
の
み
や
」

〃

Ｅ
5.00

25
万
円
　
55

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

℡
７
６
―
１
２
３
４

15
2007.11

■
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福
祉
に
関
す
る
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

11
月
20
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
７
２
―

４
１
２
３

■
困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
・
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

11
月
26
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
２
０
１
会
議
室

12
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
５

■
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

11
月
22
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

12
月
５
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時

鹿
西
庁
舎
２
階
集
会
室

12
月
10
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
６

■
困
り
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

12
月
11
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
４

■
一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

11
月
15
、
22
、
29
日

12
月
６
、
13
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア
５
階

相
談
料

30
分
５
千
円
（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

℡
０
７
６
―

２
２
１
―

０
２
４
２

■
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
以

前
は
有
効
な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
骨
髄
移
植
に
よ
り
健
康

が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
団

℡
０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５

■
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
持
ち
、

あ
な
た
の
意
志
を

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ

と
で
臓
器
移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の

意
思
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
役
場
、
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

℡
０
１
２
０
―

７
８
―

１
０
６
９

14
2007.11

役場へのお問い合わせは
鳥屋庁舎
総務課 ℡74－1234
財政担当 ℡74－2802
窓口サービス担当 ℡74－2805
企画課 ℡74－2806
情報担当 ℡74－2804
地域振興担当 ℡74－2803
税務課 ℡74－2807
会計課 ℡74－2809
議会事務局 ℡74－2808

鹿島庁舎
監理課 ℡76－1234
地籍担当 ℡76－2432
窓口サービス担当 ℡76－2433
土木建設課 ℡76－2435
農林課 ℡76－2434
商工観光課 ℡76－2431
上下水道課 ℡76－2436

鹿西庁舎
住民課 ℡72－3131
窓口サービス担当 ℡72－3132
保健環境課 ℡72－3129
福祉課 ℡72－3135
保育担当 ℡72－3134
介護担当 ℡72－3133
教育文化課 ℡72－3920
統合中学校担当 ℡72－3923
文化財担当 ℡72－3914
生涯学習課 ℡72－3921
スポーツ担当 ℡72－3922



お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
厚
生
政
策
課
管
理
グ
ル
ー
プ

℡
０
７
６
―

２
２
５
―

１
４
１
１

■
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川

女
性
の
た
め
の
再
就
職
相
談
会

日
時11

月
９
、
22
日
、
12
月
14
、
27
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
１
月
以
降
は
、
毎
月
第
２
、
第
４

金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登
サ
テ
ラ

イ
ト
（
ミ
ナ
・
ク
ル
３
階
）

℡
５
３
―

７
０
７
０

■
第
12
回
精
神
障
害
者
支
援

事
業
所
作
品
展

〜
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
害
者
の
活

動
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

県
内
17
か
所
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
精
神
障
害
者
の
方
々
の
手
作
り

品
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

11
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島

内
容手

作
り
品
販
売
・
パ
ネ
ル
展
示
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
午
後
１
時
〜
）

お
問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
野
の
花

℡
５
２
―

９
６
３
０

17
2007.11

■
公
立
能
登
総
合
病
院

平
成
20
年
度
採
用
職
員
再
募
集

試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人

臨
床
工
学
技
士
　
　
　
　
若
干
名

助
産
師
及
び
看
護
師
　
　
　
20
人

事
務
職
員

（
診
療
情
報
管
理
士
）

１
人

受
験
資
格

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

11
月
22
日
（
木
）
ま
で

※
試
験
日
は
、
12
月
９
日
（
日
）

受
験
申
込
書
等

公
立
能
登
総
合
病
院
経
営
管
理
部

総
務
課
で
交
付
（
郵
送
に
よ
る
場
合

は
、
返
信
用
封
筒：

定
形
外
Ａ
４
封

筒
に
１
２
０
円
切
手
を
貼
り
同
封
）

お
問
い
合
わ
せ

〒
９
２
６
‐
８
６
１
０

七
尾
市
藤
橋
町
ア
部
６
番
地
４

公
立
能
登
総
合
病
院
経
営
管
理
部

総
務
課
職
員
係

℡
５
２
―

８
７
４
９

FAX
５
２
―

９
２
２
５

■
認
知
症
予
防
講
演
会

ボ
ケ
は
防
げ
る
！
治
せ
る
！

認
知
症
（
ボ
ケ
）
の
予
防
方
法
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
場
所

11
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

ラ
ピ
ア
鹿
島

講
師高

槻
絹
子
氏
（
エ
イ
ジ
ン
グ
ラ
イ

フ
研
究
所
副
所
長
）

※
入
場
無
料

※
送
迎
無
料
バ
ス
の
運
行
日
程
は
、

10
月
25
日
に
各
家
庭
へ
配
布
さ
れ
た

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

℡
７
４
―

０
７
９
７

■
航
空
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

２
０
０
７
気
球
体
験
教
室

日
時
・
場
所

11
月
17
日
（
土
）
午
前
７
時
〜

能
登
空
港

※
参
加
費
無
料
、
定
員
な
し

お
問
い
合
わ
せ

能
登
空
港
賑
わ
い
創
出
実
行
委
員
会

℡
０
７
６
８
―

２
６
―

２
３
０
３

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
推
進

県
民
大
会

〜
安
全
で
快
適
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

日
時
・
場
所

11
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師中

邑
賢
龍
氏
（
東
京
大
学
先
端
科

学
技
術
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

※
参
加
費
無
料

16
2007.11

日時・場所

　11月18日（日） 午後１時30分開場
　カルチャーセンター飛翔
お問い合わせ
 和太鼓美由紀座、七尾太鼓打連盟、鹿島天平太鼓

保存会、つばさ太鼓、和太鼓 あらた、和太鼓 鹿響

男の料理教室
魚をさばいてみよう !

フルート奏者　村 野 訓 之 氏
ハープ奏者　稗 島 律 子 氏

雑損控除の説明会
～能登半島地震により被害を受けられたみなさんへ～
地震などの災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは、確定申告

を行うことで「所得税法に定める雑損控除の方法」、または「災害減免法に定

める税金の軽減免除による方法（災害減免額）」のどちらか有利な方法を選ぶ

ことによって、所得税が軽減、または免除されます。

なお、住民税についても雑損控除の適用を受けることができます。

日時・場所 12月13日（木）午前10時～　カルチャーセンター飛翔

お問い合わせ 七尾税務署(52－9336） 税務課(74－2807)

税を考える週間
国税庁では、国民のみなさまに税の仕組みや目的を考え、理解を深めてもらうため、毎年「税を考える

週間」を定めています。町では今年も11月11日～17日の期間中、次のとおり各種行事を行います。

週間テーマ「少子・高齢社会と税」

①小中学生による税に関する作品展示　期間 11月10日～18日　　　　　　　場所 アルプラザ鹿島

②税理士による無料税務相談　　　　　期間 11月11日（日）午前10時～　　場所 〃

年末調整説明会
七尾税務署による年末調整の説明会が次のとおり開催されます。

日時・場所 11月16日（金）午前9時30分～　七尾サンライフプラザ

個人事業税の納期限は11月30日
～口座振替納税制度のお勧め～
手続きは、金融機関に備え付けの口座振替申出書を記載して提出してください。

お問い合わせ 石川県総務部税務課　℡076-225-1272

前納報奨金制度廃止のお知らせ
平成20年度より個人住民税・固定資産税について、年額一括で納付されても前納報奨金が交付されな

くなります。口座振替をご利用の方で、期別払いへ変更をご希望の方は町内各金融機関、各庁舎窓口サー

ビス担当、または税務課まで届出をしてください。変更の際、通帳印が必要になります。

家屋を取り壊したときはご連絡を
家屋などを取り壊したときは、各庁舎窓口サービス担当、または税務課まで届出をしてください。

※認印をご持参ください。

税務課
からの

お知らせ

税務課
からの

お知らせ



秋
の
火
災
予
防
運
動

僕
ら
は
未
来
の
消
防
士
！

住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
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2007.11
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2007.11

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人
　
　

妻
に
な
る
人
　
住
所

船
塚
　
純
志

黒
岩
　
龍
美
　（
井
　
田
）

大
谷
　
剛
史

永
易
　
素
子
　（
大
　
槻
）

口
　
宏
一

盛
田
　
美
季
　（
二
宮
あ
お
ば
台

）

折
田
　
智
治

北
川
絵
里
香
　（
井
　
田
）

お
め
で
た

氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
人
　
住
所

須
　
原
　
悠ゆ

衣い

充
生
　
（
久
乃
木
）

岩
　
田
　
唯ゆ
い

那な

尚
大
　
（
西
馬
場
）

岡
　
下
　
華は

己な

哲
也
　
（
良
　
川
）

土
　
島
　
英え
い

士じ

敏
之
　
（
東
馬
場
）

上
　
田
　
り
あ
ら
　
　
一
成
　
（
久
　
江
）

竹
　
内
　
海か

斐い

大
輔
　
（
井
　
田
）

山
　
口
　
遼
太
朗

り
ょ
う
た
ろ
う

雄
二
　
（
末
　
坂
）

岡
�
　
　
咲さ

那な

勇
樹
　
（
武
　
部
）

萩
　
　
　
友と

も

哉や

克
典
　
（
良
　
川
）

福
　
井
　
悠ゆ
う

妃き

真
伸
　
（
尾
　
崎
）

お
く
や
み

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
住
所

本
　
　
　
き
　
　
95
歳
　
（
二
　
宮
）

山
　
下
　
湛
　
子
　
　
69
歳
　
（
能
登
部
上
）

宮
　
　
　
熙
稚
　
　
　
84
歳
　
（
能
登
部
下
）

谷
　
川
　
せ
つ
子
　
　
87
歳
　
（
小
田
中
）

花
　
森
　
宇
　
吉
　
　
93
歳
　
（
花
見
月
）

山
　
邉
　
ミ
サ
ヲ
　
　
96
歳
　
（
金
　
丸
）

檜
　
　
　
　
　
壽
　
　
65
歳
　
（
末
　
坂
）

舛
　
屋
　
　
　
子
　
　
72
歳
　
（
金
　
丸
）

近
　
江
　
久
　
子
　
　
78
歳
　
（
能
登
部
下
）

岡
　
峰
　
ヒ
デ
子
　
　
91
歳
　
（
新
　
庄
）

坂
　
口
　
ヒ
サ
ノ
　
　
83
歳
　
（
芹
　
川
）

細
　
川
　
一
　
枝
　
　
80
歳
　
（
黒
　
氏
）

澤
　
井
　
繁
　
雄
　
　
87
歳
　
（
能
登
部
上
）

鳥
　
木
　
た
ま
ゑ
　
　
77
歳
　
（
徳
　
前
）

杉
　
本
　
賁
美
子
　
　
71
歳
　
（
能
登
部
上
）

良
　
岡
　
良
　
作
　
　
53
歳
　
（
福
　
田
）

今
　
井
　
ミ
チ
子
　
　
66
歳
　
（
小
田
中
）

大
　
垣
　
ミ
　
サ
　
　
94
歳
　
（
久
　
江
）

寳
　
定
　
え
み
子
　
　
77
歳
　
（
末
　
坂
）

広
報
御
礼
と
し
て

荒
木
　
真
市
さ
ん
（
大
阪
府
）
よ
り
２
万
円

社
会
福
祉
資
金
と
し
て

山
邉
喜
美
雄
さ
ん
（
金
　
丸
）
よ
り
10
万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
　
第
８
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
８
期

納
期
限
　
11
月
30
日
（
金
）

上
下
水
道
料
　
10
月
使
用
分

納
期
　
　
11
月
26
日
（
月
）

町
税
の
納
付
の
相
談
は
…

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
７

当
番
医
　
　（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

11
月
18
日
　
今
井
医
院

23
日
　
な
か
お
内
科
医
院

25
日
　
毛
利
医
院

12
月
２
日
　
鍛
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

９
日
　
藤
田
医
院

16
日
　
安
田
医
院

小
児
当
番
医
（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

11
月
18
日
　
恵
寿
総
合
病
院

23
日
　
せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

25
日
　
桜
井
小
児
科
医
院

12
月
２
日
　
さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

９
日
　
や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

16
日
　
国
立
七
尾
病
院

お
問
い
合
わ
せ

㈱
環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

℡
５
３
―

０
４
３
７

●
鳥
屋
地
区

11
月
20
日
〜
12
月
２
日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

12
月
３
日
〜
５
日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂

12
月
６
日
〜
９
日

大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

12
月
10
日
〜
19
日

末
坂
・
深
沢

●
鹿
島
地
区

11
月
13
日
〜
19
日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

11
月
20
日
〜
12
月
２
日

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

12
月
３
日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

12
月
４
日
〜
９
日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

12
月
10
日
〜
12
日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

●
鹿
西
地
区

11
月
12
日
〜
25
日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

11
月
26
日
〜
28
日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

11
月
29
日
〜
30
日

金
丸

12
月
10
日
〜
13
日

西
馬
場

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

中
能
登
消
防
署
だ
よ
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

10
月
１
日
〜
10
月
30
日
　
受
付
分

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を
有
す

る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ
る
方
の
み

と
し
ま
す
。
他
市
町
村
で
届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
住
民
課
（
℡
７
２
―
３
１
３
１
）
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

平成19年
11月１日現在

人口
19,863人（－5）

男
9,559人（＋4）

女
10,304人（－9）

世帯数
6,305世帯（＋8）

※（ ）内は前月比

11
月
9
日
〜
15
日

秋
の
火
災
予
防
運
動

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
各
家
庭
で
は

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の

時
期
に
多
く
の
火
災
が
発
生
し
、
尊
い
命
や
大
切
な
財
産
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
置
き
場
所
や
正
し
い
取
り
扱
い
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

僕
ら
は
未
来
の
消
防
士
！

10
月
11
日
、
さ
く
ら
保
育
園
で
「
防
火
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
、
園
児
た
ち
が
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
「
火
遊
び
は
絶
対
し

ま
せ
ん
！
」
と
力
強
く
防
火
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
七
尾
鹿
島
消
防
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
あ
ん
し
ん
君
」
が

参
加
し
、
集
い
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で
に
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
質
問
、
お
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
予
防
課

℡
５
３
―

１
０
１
６

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署
　

７
６
―
０
１
１
９

《
七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

●12月８日(土) 午後２時～

ボランティアグループ｢ピノキオ｣さんによる人
形劇、紙芝居、絵本の読み聞かせ、そのほかに
｢おたのしみ会｣などをして遊びます。たのしいお
話の世界に、ぜひ親子で参加してください。

●12月15日(土) 午後２時～

中橋範子先生による絵本の読み聞かせ
手遊びなどをします。

●懐かしの唱歌・叙情歌
全180曲の10枚組みで、故郷、さくらさ

くら、赤とんぼ、赤い鳥小鳥、花火、虫のこ
え、背くらべ、村の鍛冶屋などが収録されて
います。

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

●12月８日(土) 午後２時～

影絵「サンタさんのおくりもの」など、楽しい
お話がいっぱいです。みんなで来てください。
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中能登町 企画課

■平成19年11月10日 編集発行

中能登町 企画課

■平成19年11月10日 編集発行

〒929-1792 石川県鹿島郡中能登町末坂9部46番地（鳥屋庁舎内）
TEL 0767－74－2806 FAX 0767－74－1300
ホームページ http://www.town.nakanoto.ishikawa.jp/
Eメール kikaku@town.nakanoto.lg.jp

11月３、４日、町内各地で中能登町文化協会主催の「第

３回中能登町文化まつり」が町民総参加で行われ、芸術の秋

を楽しみました。

ラピア鹿島、カルチャーセンター飛翔、ふるさと創修館で

はそれぞれに文化協会作品展、菊花展、老人会余技展などが

行われ、町のアーティストたちのキラリと光る個性豊かな作

品が芸術の秋を彩りました。

また、11月３日にカルチャー

センター飛翔で行われた芸能発表

会では、38団体が晴れのステー

ジに立ち、それぞれの会員が発表

を楽しむかのように堂々と演じ、

表現するその姿に、訪れたみなさ

んから惜しみない拍手が送られま

した。

能戸　日那汰
ひ な た

くん（２歳）

淳さん、丸美さんご夫婦の長男
（二宮あおば台）


